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１１連隊の事が分かる！ 
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（第１面） 

「二宮連隊長 着任挨拶」 
「二宮連隊長 紹介」 
「小出連隊長 離任」  

 

（第２面） 

「令和３年度師団 
 冬季戦技競技会 総合優勝」 
「自衛官候補生課程」 

 

（第３面） 

「バイアスロン訓練隊」 
「副連隊長 
 最先任上級曹長交代」 
「人事便り 
   １月昇任者の紹介」 
「定年退官者紹介」 

 

（第４面） 

「人事便り 
 ３月定期異動者の紹介」 
「ＮＥＴ９９便り」 
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主 要 経 歴 
Ｈ ７. ３ 防衛大学校 卒業（３９期） 
Ｈ ７.１０ 第５普通科連隊 第３中隊 
Ｈ１３. ３ 西方普通科連隊 編成準備隊 
Ｈ１４. ３ 西方普通科連隊 第３中隊 
Ｈ１５. ８ 第４９期 指揮幕僚課程 
Ｈ１９. ８ 第３３普通科連隊 第４中隊長 
Ｈ２１. ３ 陸上幕僚監部 教育訓練部 
Ｈ２４. ３ 西部方面総監部 防衛部 
Ｈ２７. ３ 第１９期 統合高級課程 
Ｈ２８. ３ 第２普通科連隊 連隊長 
Ｈ３０. ３ 統合幕僚学校教育課 教官 
Ｒ １. ９ 富士教導団本部 高級幕僚 
Ｒ ４. ３     現 職 

生年月日  昭和４５年６月５日 
出  身  福 岡 県 

連隊の大目標 
「世界一の機械化連隊の創造」 
連隊長統率方針   
「率先陣頭即断即決」 

二
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紹
介 

生年月日  昭和４５年６月５日 
出  身  福 岡 県 

主 要 経 歴 
Ｈ ７. ３ 防衛大学校 卒業（３９期） 
Ｈ ７.１０ 第５普通科連隊 第３中隊 
Ｈ１３. ３ 西方普通科連隊 編成準備隊 
Ｈ１４. ３ 西方普通科連隊 第３中隊 
Ｈ１５. ８ 第４９期 指揮幕僚課程 
Ｈ１９. ８ 第３３普通科連隊 第４中隊長 
Ｈ２１. ３ 陸上幕僚監部 教育訓練部 
Ｈ２４. ３ 西部方面総監部 防衛部 
Ｈ２７. ３ 第１９期 統合高級課程 
Ｈ２８. ３ 第２普通科連隊 連隊長 
Ｈ３０. ３ 統合幕僚学校教育課 教官 
Ｒ １. ９ 富士教導団本部 高級幕僚 
Ｒ ４. ３     現 職 

連隊の大目標 
「世界一の機械化連隊の創造」 
連隊長統率方針   
「率先陣頭即断即決」 

二
年
半
の
任
務
を
終
え 

富
士
学
校 

機
甲
科
部
（副
部
長
）へ 

二
年
半
の
任
務
を
終
え 

富
士
学
校 

機
甲
科
部
（副
部
長
）へ 

第
三
十
三
代
連
隊
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
出
一
佐 

離
任 

第
三
十
三
代
連
隊
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
出
一
佐 

離
任 

 
令
和
四
年
三
月
十
四
日
（
月
）
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
晴
れ
渡

っ
た
空
の
下
、
第
三
十
四
代
連
隊
長 

二
宮
充
史 

一
等
陸
佐
の
着
任

式
が
挙
行
さ
れ
た
。 

 

着
任
に
あ
た
り
二
宮
連
隊
長
は
訓
示
に
て
、
「
連
隊
の
大
目
標
を

『
世
界
一
の
機
械
化
連
隊
の
創
造
』
と
し
、
連
隊
一
丸
と
な
っ
て
戦

場
に
臨
め
る
練
度
と
団
結
規
律
士
気
を
確
立
、
諸
職
種
と
共
同
し
流

動
的
な
機
動
戦
を
行
う
思
考
と
能
力
を
更
に
高
め
、
現
代
戦
に
対
応

す
る
新
領
域
の
能
力
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
任
務
遂
行
の
基
盤
で

あ
る
国
民
の
理
解
と
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
隊
区
千
歳
市
と
積
極

的
に
連
携
協
力
し
て
い
く
。 
 

こ
の
大
目
標
を
追
求
す
る
た
め
『
率
先
陣
頭
即
断
即
決
』
を
統
率

方
針
と
し
、
日
本
唯
一
の
機
械
化
連
隊
に
ふ
さ
わ
し
い
迅
速
か
つ
機

動
的
な
統
率
に
よ
り
連
隊
を
率
い
て
い
く
決
意
で
あ
る
。 

 

祖
国
日
本
と
郷
土
の
た
め
に
『
世
界
一
の
機
械
化
連
隊
』
を
創
造

し
、
国
家
国
民
郷
土
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
共
に
全
力
を
尽
く
し

て
戦
お
う
。
」
と
着
任
の
決
意
を
述
べ
た
。 
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（２） 第１１８号（令和４年４月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

自 衛 官 候 補 生 課 程 
教 育 開 始 

 １１連隊教育隊（教育隊長 齋藤２佐）は、令和４年度自衛官候補生課程教育を開始した。 
 全国各地から集まった自衛官候補生は、個人装備品の点検や迷彩服への階級章やネームの縫い付け
等の教育準備を行った後、基本教練を演練し、４月１０日（日）入隊式に臨んだ。 
 教育開始にあたり連隊長は「進んで難局にあたれ」「同期の絆を大切にせよ」の２点を要望し、自
衛官候補生の本教育による成長を祈念した。 

部隊機動 第１位 
第２中隊 第７分隊 

アキオ曳行 第１位 
第６中隊 第６組 

総合優勝の賞状を受け取る 
監督 片岡２尉 

 連隊は２月１６日（水）及び１７日（木）の２日間、１０年ぶりに開催された令和３年度師
団冬季戦技競技会にＡグループ（１１普連、７特連、７後支連）で参加し熱戦を繰り広げた。 
 参加選手の激走の結果、部隊機動の部において１位から６位までを独占、アキオ曳航の部に
おいても１位から３位までを独占し、両部門において「優勝」Ａグループ「総合優勝」を勝ち
取った。 

令和３年度 師団冬季戦技競技会 総 合 優 勝 

食堂喫食 緊張の着隊 

階級章の縫い付け 区隊旗授与 入隊式 
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３
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（
本
管
中
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１
等
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中
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誠
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３
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（
本
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中
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陸
曹
長 

藤
巻 

敏
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（
重
迫
中
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成
田 

 

翔 

祝 

定
年
退
官 

前副連隊長 ２等陸佐 名村 晃治 

     奄美警備隊 副隊長へ 

下番最先任上級曹長 准陸尉 渡邊 欣浩 

     第１１普通科連隊 教育隊へ 

新副連隊長 ２等陸佐 齋藤 和彌 

第７師団司令部から 

さいとう  かずや 

上番最先任上級曹長 准陸尉 外山 智人 

本部管理中隊から 

とやま  ともひと 

 バイアスロン訓練隊は、第５８回全日本選手権大会
及び第９３回宮様スキー大会に参加しました。 
 選手達は新型コロナウイルスの感染予防対策をしっ
かりと行い、夏場のローラースキーや射撃訓練等の練
成を重ね、大会に臨みました。 
 選手達は不安定な天候の中、力走をみせ、全日本
選手権大会 リレー競技 第６位、宮様スキー大会 リレ
ー競技 第７位の成果を得ました。 

副連隊長 
最先任上級曹長 交代 
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人 
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動 

障
が
い
者
と
い
う
言
葉
の
持
つ
意
味
合
い 

 

「
障
が
い
者
」
と
い
う
言
葉
を
表
現
す
る
に
は
「
健
常
者
」
と
い
う
言
葉

も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

本
来
、
障
が
い
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
方
も
一
人
の
人
間
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
わ
な
く
、
そ
こ
の
健
常
者
と
い
う
言
葉
の
区
別
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は

「
差
別
」
と
い
う
感
覚
が
あ
り
、
違
和
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

私
自
身
、
妻
は
人
生
の
後
半
約
１
０
年
・
義
兄
は
約
５
０
年
以
上
を
障
が

い
者
と
し
て
生
き
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
「
幸
せ
だ
っ
た
」
と
言
い
残

し
て
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
し
、
そ
こ
に
「
障
が
い
者
と
呼
ぶ
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
い
の
か
？
と
も
・
・
・ 

 

最
近
、
「
障
が
い
を
持
っ
た
方
の
雇
用
創
出
」
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
そ
の
言
葉
を
使
わ
な
い
方
法
を
模
索
し
て
い

ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
説
明
が
つ
か
ず
、
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
産
別
の
助

長
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
し
ま
す
。 

そ
こ
で
、
ネ
ッ
ト
で
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
る
う
ち
に
「
障
害
を
持
っ
て
い
る

方
に
は
、
支
援
や
応
援
が
少
な
か
ら
ず
必
要
で
あ
り
、 

そ
こ
を
担
う
の
は
健
常
者
の
役
目
」
で
も
あ
る
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
わ
ば
「
障
が
い
者
」
と
「
健
常
者
」 

の
言
葉
を
使
い
分
け
る
こ
と
は
、
差
別
で 

は
な
く
助
け
合
う
た
め
必
要
な
「
言
葉
の 

区
別
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

言
葉
は
、
使
い
方
ひ
と
つ
で
相
手
の
心 

を
傷
つ
け
た
り
、
信
頼
関
係
さ
え
失
っ
て 

し
ま
う
こ
と
さ
え
も
あ
り
ま
す
。 

「
精
強
無
比
」
の
土
台
に
は
、
そ
ん
な
相 

手
を
思
い
や
る
「
言
葉
の
積
み
重
ね
」
が 

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

【
転 

出
】
３
月
14
日
付 

 

▼
幹 
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連
隊
長 

 
 

１
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小
出 
昌
典 

 
 
 

 

富
士
学
校 

機
甲
科
部(

富 

士)
へ 

 

副
連
隊
長 

 

２
佐 

名
村 

晃
治 

 
 
 
  

奄
美
警
備
隊(

奄 

美)

へ 

 

広
報
幹
部 

 

１
尉 

芝 

淳
一
郎 

  
 
 
 
 

 

7
師
司(

東
千
歳)

へ 

 

第
２
科
長 

 

１
尉 

新
井 

隆
徳 

 
 
 
 
 

宇
都
宮
駐
業(

宇
都
宮)

へ 

 

第
３
科
運
幹 

１
尉 

小
林 

健
人 

  
 
 
 
 
 

15
旅
司(

那 

覇)

へ 

 (

本
管
中)

 
 

２
尉 

福
井 

 

総 

 
 
 
 
 
 
 

防
医
大(

所 

沢)

へ 

 (

４
普
中)

 
 

 

中
隊
長 

 
 

３
佐 

坂
上 

 

勇 

 

東
方
総
監
部 

防
衛
部(

朝 

霞)

へ 

  
 
 
 
 
 

１
尉 

蛯
名 

恵
介 

 
 
 
 
 
 
 

７
師
司(

東
千
歳)

へ 

 (

６
普
中)

 
 

３
尉 

阿
部 

正
典 

 
 
 
 
 
 
 

情
校
付(

小 

平)

へ 

 

▼
準
・
曹
士 

 
 

 (

本
管
中)

 
 

曹
長 

栄
田 

嘉
章 

  
 
 
 
 
 

総
隊
付(

朝 

霞)

へ 

 
 
 
 
 

  

１
曹 

田
中 

直
人 

 
 
 
 
 

  

７
師
付(

東
千
歳)

へ 

 
 
 
 
 

  

３
曹 

植
田 

 

圭 

  
 
 
 
 

７
後
支
連(

東
千
歳)

へ 

  
 
 
 
 
 

３
曹 

長
尾 

卓
之 

  
 
 
 
 
 
 

沿
監(

稚 

内)

へ 
 

 (

１
普
中)

  
 

２
曹 

中
倉 

礼
徳 

  
 
 
 
 
 

普
教
連(

滝
ヶ
原)

へ 

 (

２
普
中)
 
  

２
曹 

大
西 

勇
希 

  
 
 
 
 
 

１
曹
教(

倶
知
安)

へ 

 
 
 
 
 
 
  

２
曹 

多
田 

邦
生 

  
 
 
 
 
 

34
普
連(

板 

妻)

へ 

301 

 
 
(

２
普
中)

 

３
曹 

太
田 

 

光 

  
 
 
 
 
 

３
普
連(

名 

寄)

へ 

  
 
 
 
 
 

３
曹 

菅 
 

孝
太 

  
 
 
 
 

15
即
機
連(

善
通
寺)

へ 

  
(

３
普
中)

 

准
尉 

古
田 

和
孝 

  
 
 
 
 
 

補 

統(

十 

条)

へ 

  
 
 
 
 
 

曹
長 

脇
元 

伸
也 

  
 
 
 
 

北
混
団
本(

東
千
歳)

へ 

  
 
 
 
 
 

１
曹 

田
中 

幸
一 

  
 
 
 
 
 

装
実
隊(

富 

士)

へ 

  
 
 
 
 
 

２
曹 

米
谷 

貴
博 

  
 
 
 

 
 

７
師
付(

東
千
歳)

へ 

 
 
(

４
普
中)

 

１
曹 
岡
谷 

篤
史 

  
 
 
 
 
 

52
普
連(
真
駒
内)

へ 

  
(

５
普
中)

 

２
曹 

小
笠
原 
廉 

  
 
 
 
 
 

１
曹
教(

東
千
歳)
へ 

  
 
 
 
 
 

２
曹 

山
崎 

 

淳 

  
 
 
 
 

静
内
駐
業(

静 

内)

へ 

 
 
 
 
 
 
 

２
曹 

星
川 

恭
大 

  
 
 
 
 
 
 

32
普
連(

大 

宮)

へ 

  
 
 
 
 
 

３
曹 

津
久
井 

智
之 

 
 
 
 
 
 
 

普
教
連(

滝
ヶ
原)

へ 

  
(

６
普
中)

 

２
曹 

加
賀
谷 

透 

  
 
 
 
 
 
 

39
普
連(

弘 

前)

へ 

  
 
 
 
 
 

２
曹 

武
藤 

瑞
樹 

 
 
 
 
 
 

 

38
普
連(

多
賀
城)

へ 

  
 
 
 
 
 

３
曹 

松
本 

 

渉 

  
 
 
 
 

22
即
機
連(

多
賀
城)

へ 

  
 
 
 
 
 

３
曹 

七
河 

将
太 

  
 
 
 
 

15
即
機
連(

善
通
寺)

へ 

 
 
(

重
迫
中)

 

２
曹 

高
野
辺 

誠
二 

  
 
 
 
 
 

１
普
連(

練 

馬)

へ 

  
 
 
 
 
 

２
曹 

堀 
 

大
心 

  
 
 
 
 
 

14
普
連(

金 

沢)

へ 

  
 
 
 
 
 

２
曹 

佐
藤 

章
広 

  
 
 
 
 
 

普
教
連(

滝
ヶ
原)

へ 

  
 
 
 
 
 

３
曹 

西
森 

優
一 

  
 
 
 
 
 

7
師
付(

東
千
歳)

へ 

 
 
 
 
 

  

３
曹 

櫻
庭 

健
吾 

 
 
 
 
 
 

 

52
普
連(

真
駒
内)

へ 

 (

５
普
中)

 
 

２
尉 

齊
藤 

雅
樹 

 
 

運
用
訓
練
幹
部→
 

小
隊
長
へ 

 (

重
迫
中)

 
 

２
尉 

薬
師
寺 

学 

 
 
  

 
 

小
隊
長→

 

射
撃
幹
部
へ 

【
連
隊
内
異
動
】 

 (

本
管
中)

 
 

准
尉 

外
山 

智
人 

  
 
 

連
本(

最
先
任
上
級
曹
長)

へ 

 
 
 
 
 
  

曹
長 

藤
井 

大
輔 

  
 
  

 
 
  

 
 
 

４
普
中
へ 

 
 
 
 
 

  

１
曹 

田
中 

洋
之 

  
 
  

 
 
  

 
 
 

２
普
中
へ 

 
 
 
 
 

  

３
曹 

藤
本 

航
介 

  
 
  

 
 
  

 
 
 

５
普
中
へ 

 (

１
普
中)

 
 

２
曹 

坂
本 

幸
大 

  
 
 

本
管
中(

第
１
科
庶
務
班)

へ 

 (

３
普
中)

 
 

曹
長 

水
戸 

将
太 

  
 
 
 
 
 

本
管
中(

第
３
科)

へ 

 (

４
普
中)

 
 

２
曹 

湯
瀬 

義
人 

  
 
 

本
管
中(

第
１
科
人
事
班)

へ 

 
 
 
 
 

  

３
曹 

和
賀 

佑
也 

  
 
  

本
管
中(

第
１
科
庶
務
班)

へ 

 (

５
普
中)

 
 

１
曹 

小
山 

尊
征 

  
 
 

本
管
中(

第
１
科
人
事
班)

へ 

 
 
 
 
 

  

２
曹 

内
山 

 

謙 

  
 
  

本
管
中(

第
１
科
人
事
班)

へ 

 
 
 
 
 

  

２
曹 

千
葉 

俊
祐 

  
 
   

 
 

本
管
中(

第
４
科)

へ 

【
転 

出
】
３
月
23
日
付 

 

▼
準
・
曹
士 

 
(

本
管
中)

 
 

士
長 

菅
股 

喬
輔 

 
 
 
 
 
 
 

福
岡
病(

春 

日)

へ 

 
 
 
 
 
 
 

士
長 

漁 
 

愛
穂 

 
 
 
 
 
 
 

札
幌
病(

真
駒
内)

へ 

【
転 

出
】
３
月
28
日
付 

 

▼
幹 

部 

 
(

５
普
中)

 
 

２
尉 

柿
沼 

慧
夢
王 

  
 
 
 
 
 

防
大
付(

横
須
賀)

へ 

【
転 

入
】
３
月
14
日
付 

 

▼
幹 

部 

 

連
隊
長 

 
 

１
佐 

二
宮 

充
史 

 
 
 
 

富
士
教
導
団(

富 

士)

か
ら 

 

副
連
隊
長 

 

２
佐 

齋
藤 

和
彌 

 
 
 
 
 

 

７
師
司(

東
千
歳)

か
ら 

 
(

本
管
中)

 
 

３
尉 

仁
平 

大
司 

  
 
 
 

７
後
支
連(

東
千
歳)

か
ら 

 
(

１
普
中)

 
 

２
尉 

小
野 

慎
平 

 
 
 
 
 

 
対
馬
警(

対 

馬)

か
ら 

 
(

２
普
中)

 

 

中
隊
長  

 
 

１
尉 
中
山 

洋
一 

 
 
 
 
 
 

２
師
司(

旭 
川)
か
ら 

 
(

重
迫
中)

 
 

３
尉 

山
崎 
大
輔 

 
 

 
 
 
 

 

18
普
連(

真
駒
内)

か
ら 

 

▼
準
・
曹
士 

 (

本
管
中)

 
 

３
曹 

狩
野 

直
人 

 
 
 
 
 

７
後
支
連(

東
千
歳)

か
ら 

 
(

１
普
中)

 
 

２
曹 

佐
藤 

巨
己 

 
 
 
 
 

北
混
団
本(

東
千
歳)

か
ら 

 
(

２
普
中)

 
 

２
曹 

宮
原 

佑
太 

 
 
 
 
 
 

１
曹
教(

東
千
歳)

か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

３
曹 

秦 
 

龍
郎 

 
 
 
 
 

41
即
機
連(

別 

府)

か
ら 

 (

３
普
中)

 
 

１
曹 

三
村 

幸
喜 

 
 
 
 
 
 

38
普
連(

八 

戸)

か
ら 

 
 
 
 
 
  

２
曹 

石
川 

勝
敏 

 
 
 
 
 

 

普
教
連(

滝
ヶ
原)

か
ら 

 
(

４
普
中)

 
  

３
曹 

石
田 

英
也 

 
 
 
 
 
 

40
普
連(

小 

倉)

か
ら 

(

５
普
中) 

 
 

２
曹 

鎌
田 

卓
紘 

  
 
 
 
 
 

５
普
連(

青 

森)

か
ら 

  
 
 
 
 
 

３
曹 

伊
藤 

 

剛 

  
 
 
 
 
 

34
普
連(

板 

妻)

か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

３
曹 

上
丸 

健
太 

  
 
 

  
 

43
普
連(

築 

城)

か
ら 

(

６
普
中) 

 
 

３
曹 

甚
野 

敬
太 

  
 
 

  
 

44
普
連(

福 

島)

か
ら  

  
 
 
 

 
 

３
曹 

黒
木 

雄
大 

  
 
 
 
 
 

43
普
連(

築 

城)

か
ら 

(

重
迫
中) 

  

１
曹 

茶
屋 

達
夫 

  
 
  

 
 

３
普
連(

名 

寄)

か
ら 

  
 
 
 
 
 

２
曹 

成
澤 

文
弥 

  
 
 
 
 

26
普
連(

留 

萌)

か
ら 

  
 
 
 

 
 

３
曹 

濱 
 

英
明 

  
 
 
 

１
水
機
連(

相 

浦)

か
ら 

  
 
 
 

 
 

３
曹 

村
山 

孝
平 

  
 
 
 
 

普
教
連(

滝
ヶ
原)

か
ら 

【
連
隊
内
補
職
替
】 

 (

連 

本)
 
  

１
尉 

上
野 

博
康 

第
３
科
運
幹→

 

４
普
中(

中
隊
長)

へ 

  
 
 
 
 
 
 

准
尉 

渡
邊 

欣
浩 

連
隊
最
先
任→

 

本
管
中(

教
育
隊)

へ 

 (

本
管
中)

 
 

１
尉 

谷 
 

健
司 

補
給
小
隊
長→

第
１
科(

広
報
幹
部)

へ 

 (
１
普
中)

 
 

１
尉 

鈴
木 

剛
文 

  
 
 

第
３
科(

運
用
訓
練
幹
部)

へ 

  
 
 
 
 
 

１
尉 

柴
田 

光
慈
朗 

  
 
  

５
普
中(
運
用
訓
練
幹
部)

へ 

 (

２
普
中)

 
 

３
佐 

杉
原 

和
之 

中
隊
長→

 
 

第
２
科(
第
２
科
長)

へ 

 (

６
普
中)

 
  

２
尉 

阿
部 
啓
二 

 
 
 
 
 

本
管
中(

補
給
小
隊
長)
へ 

 (

重
迫
中)

 
  

１
尉 

坂
田 

洋
平 

射
幹→

 

第
３
科(

運
用
訓
練
幹
部)

へ 

【
補
職
替
】 

 (

１
普
中)

 
 

２
尉 

赤
間 

寛
紀 

 
 
 

小
隊
長→

 

運
用
訓
練
幹
部
へ 

 (

４
普
中)

 
 

２
尉 

菊
池 

慶
太 

 
 
 

小
隊
長→

 

運
用
訓
練
幹
部
へ 

※ＮＥＴ９９は、諸般の事由に 
より今年度活動休止となりました。 
今後は「部外カウンセラー」として 
駐屯地カウンセラー日以外も今ま 
でどおり相談を受け付けますので 
下記連絡先へご一報ください。 
１１普連ＯＢ 後藤 幸夫 
℡090-9759-6713 
ショートメールでも構いません 


